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「RadFan」2020年4月号（vol.18 No.4）掲載記事の訂正とお詫び
　「RadFan」2020年4月号（vol.18 No.4）掲載記事に誤りがございました。読者ならびに関係者の皆様にご迷惑をおかけしたことを
深くお詫び申し上げます。正しくは下記となります。
　この度の誤りは弊社の不注意によるものであり、責任は全て弊社にございます。今後このようなことがないよう、十分に注意すると
ともに、著者および関係者の皆様、読者の皆様にご迷惑をおかけしたことを深くお詫び申し上げます。
■57ページ

（誤）
　2016年のJIS基準（JIS T61331-3）によって、水晶体保護デバ
イスの基準が定められた。この基準では「透明鉛ガラス製」「側面
シールドを含む全体にわたり0.50mmPb以上」と定められてい
る。本基準に合致した水晶体保護用の眼鏡が、各社より様々な
デザインで発売されている。眼鏡と顔面との間隙から散乱線が
入り込まないように、できるだけ顔面に密着するデザインのもの
を選ぶのが重要である。
　従来は、軽量な鉛含有のアクリルレンズの商品が人気であっ
たが、残念ながらこのJIS基準には適合しないので注意が必要で
ある。

（正）
　2016年のJIS基準（JIS T61331-3）ではレンズの材
質により、a）軽装防護メガネは「透明含鉛アクリル製」

「全体にわたり減弱比2以上」、b）重装防護眼鏡は「透明
鉛ガラス製」「側 面シールドを含 む 全 体 にわたり
0.50mm Pb以上」と２つの基準が定められた。それぞ
れの基準に合致した水晶体保護用の眼鏡が、各社より
様々なデザインで発売されている。メガネと顔面との間
隙から散乱線が入り込まないように、できるだけ顔面に
密着するデザインのものを選ぶのが重要である。
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